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１ ．ユニリタグループの背景
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1985

1991

2000

2001

2005

2016

2022

株式会社
ヒューアップテクノロジーズ

株式会社ユニ・トランド

瀋陽無限

株式会社ビーティス

株式会社アスペックス

株式会社データ総研

株式会社無限

株式会社
ビーエスピーソリューションズ

2008

BSP上海

2021

2017

株式会社ユニリタプラス

株式会社ユニリタエスアール



１ ．ユニリタグループの背景・課題
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ユニリタグループは拡大しているが
グループシナジーに課題がある

「業務の集中化/共通化」「システムの統合化」が鍵

• 分散、非効率な業務
• バラバラなシステム

問題



１ ．ユニリタグループのゴール
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キーワードは個別最適→全体最適！

ユニリタグループシナジーの実現！

販売シナジー 投資シナジー 経営シナジー



2 ．プロジェクト全体の導入アプローチ
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Phase1,2,3がおわった
＝グループシナジーの

第一歩



2 ．プロジェクト全体の導入アプローチ

©Copyright © UNIRITA Inc. All rights reserved. 7

Phase1,2,3がおわった
＝グループシナジーの

第一歩



3 ．Phase1の目標、ゴール
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マスタ統合
経理業務利用
マスタを統合
（勘定科目
マスタ等）

システム統合
ERPに業務をよせる。
ノンカスタマイズ

業務統合
経理部員を本社へ。
会計業務標準化

経理業務からグループシナジー実現
アウトソーシング型→シェアード型へ

短期間構築
与えられた期間は「1年間」



3 ．Phase1の目標、ゴール
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Phase1体制図

9

プロジェクトオーナー
ユニリタ社長

ステアリングコミッティ
ユニリタ社長、G会社社長、

ユニリタ取締役

PMO
G会社取締役

プロジェクト責任者
藤井

PM 佐々木
PM補佐 ユニリタ２名

マスタ統合T
G会社4名

会計標準化T
ユニリタ3名
G会社3名

アドバイザ
ユニリタ役員

導入設計、データ移行T
ユニリタ4名
G会社2名

パートナー様5名

運用業務
ユニリタ4名
G会社1名

業務・運用設計
ユニリタ2名
G会社2名

事務局
ユニリタ1名

パートナー様1名

事務局
ユニリタ1名
各事業部



４．Phase1の導入アプローチ
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前半でPoC
（実証実験）を遂行
→ユニリタ要件を満

たすか否か。
クリアした場合

次工程へ

PoCクリア後、改めてスケジュールの
引き直し（しかしエンドは変わらず汗）

要件定義～実装～テスト～カットオーバー



５．Phase1の達成状況、苦労した点
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短期間構築
与えられた期間は

「1年間」

【実現できたこと】
• 2023年4月カットオーバーの実現（20日遅れ）
• 2023年5月末の切り戻し判定も条件付きクリア
• 現在業務が遂行されている

【苦労した点】
• 要員アサインができない（社内調整の難しさ）
• 納期が短い＋失敗できないプレッシャー
• 残タスクの発生



５．Phase1の達成状況、苦労した点
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【実現できたこと】
• 全グループ会社の経理業務をユニリタ本社に統合化
• 従来の「アウトソーシング型業務遂行」

→目指すべき「シェアード型業務遂行」の礎を築く

【苦労した点】
• 経理部内プロジェクト専任メンバーが足らない
• 経理実務をこなしながらの業務再設計は困難を極める
• 「業務上最後の砦」であるプレッシャー

業務統合
経理部員を本社に統合

会計業務の標準化



５．Phase1の達成状況、苦労した点
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【実現できたこと】
• 経理業務で利用しているマスタ統合の実現
• システム運用Tの発足

【苦労した点】
• 未整備のマスタ→整理されたマスタ作成の困難さ
• マスタ上「ない」データの一部は「手作業」で作成
• 経理部門⇔プロジェクト間のコミュニケーション

マスタ統合
経理業務で利用してい

るマスタから統合
（勘定科目マスタ等）



５．Phase1の達成状況、苦労した点
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【実現できたこと】
• ERPにあわせるアプローチの成功
• 期初予定通りノンカスタマイズで構築
• システム運用Tの発足

【苦労した点】
• ERP知識無。いちからの導入
• カットオーバー後もシステムを育てる事の認識不足
• 未整備な周辺システムとの連携

システム統合
ERPに業務をよせる
ノンカスタマイズ



６．ETLはどこで活用されているか
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移行方針
ビックバン
（一括移行）

段階方式
（システム単位）

並行方式
（初期・差分）

費用 低い やや高い 高い

難易度 やさしい やや難しい 難しい

リスク 大きい やや小さい 小さい

段階切替方式では、データの移行はもちろんの事、
完全にシステム移行が完了するまでの過渡期に「新旧マスター変換」という

要件が発生することが多い＝ユニリタもこのケース



６．ETLはどこで活用されているか
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Waha!ではマスター変換において、新旧システムが取扱うマスター・コード体系を網羅した
変換テーブル（Excel）を用意しておく。Waha！サーバー上に保管、メンテナンス

→段階的システム移行におけるマスタ連携でWaha!が最大限の効果を発揮！

旧システム

勘定科目コード 勘定科目名

A0000001 ○○

B0000002 △△

C0000003 ××

新システム

勘定科目コード 勘定科目名

100001 ○○

200002 △△

300003 ××

旧システム 新システム

A0000001 1000001

A0000002 2000002

A0000003 3000003

変換テーブル

Waha!サーバー
（マスタ15種類、変換マスタ15種

類）

マスタ変換イメージ



６．ETLはどこで活用されているか
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Waha! 
Transformer

ERP
（新会計システム）

マスタ変換ジョブ
/ 仕訳変換ジョブ

ERP用
インポートデータ
（構成パッケージ）

マスタ・仕訳
データ

旧会計システムの
マスタ・仕訳データ

・データの多くが仕様書無、データを直接見ながら新旧データ紐づけ
（マッピング定義）

・データがないものは手作業で作成
→結果、データ移行は、何度も何度もやり直すことに=Waha!が最大限の効果を発揮！

データ移行イメージ



６．ETLはどこで活用されているか
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データ移行処理例

データ変換、加工などの問題を強力に解決してくれるWaha! Transformer
製品性能はもちろんの事、カスタマーサポート、経験豊富なパートナー様の

お力を借りる事で素晴らしいパフォーマンスを発揮してくれました



7 ．さいごに

お客様の企業内で

業務改革プロジェクトに従事している

全ての人たちに対して

みんなで「応援」してあげてください！
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～真のデジタル変革パートナーを目指して、お客様と共に～
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Create Your Business Value
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